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森林整備技術検討会
を小豆沢地区国有林で
開催！！

（上記の写真は技術検討
会の様子です ）。

１１月３０日（水 、深）
川森林事務所部内小豆沢地
区４６３林班において『伐
採系森林整備事業技術検討
会』を実施しました。

これは、公益的機能の向
上に配慮した森づくりを推
進するため、保育間伐・誘
導伐・受光伐・保護伐の森
林整備について、一般会計
から繰り入れた森林整備費
による実施するため、その
理解を深め、現地に適応し
た森づくりを目的として行
っています。

当日、旭川事務所職員、
北空知支署職員を含め、総
勢２３名が参加するなか、
午前中、現地において現地
検討が行われました。

午後からは会場を役場会
議室に移動し、参加者全員
が伐採系森林整備事業の一
層の理解を深め、それぞれ
の現場に適応した森づくり
について活発な意見交換が
行われ、今後、豊かな森づ
くりに向けたスキルアップ
（ ） 。技能向上 を図りました

地 球 を 守 る み ん な の 財 産 国 有 林
森林は、地球温暖化の主な原因である二酸化炭素を吸収し、幹などに貯蔵することにより

地球温暖化防止への貢献が期待されています。また、農林水産省では「農業 「林業 「」、 」、
漁業」といった各方面から地球温暖化防止への総合的な取組みも行っています。


